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（1）    妻 垣 神 社 社 報    「   と     も     か     き    」           第 ２５ 号 

第２５号 

社号標石 参道にそびえ立つ 
当
社
総
代
長
を
務
め
る
妻
垣
地
区
の
矢

野
省
三
・
靖
子
夫
妻
よ
り
、
社
号
標
石
が
奉

納
さ
れ
、
桜
咲
き
ほ
こ
ろ
ぶ
三
月
二
十
九

日
、
奉
納
奉
告
祭
並
び
に
清
祓
式
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

今
回
奉
納
の
社
号
標
は
主
祭
神
で
あ
る

玉
依
姫
命
（
比
咩
大
神
）
が
女
神
の
た
め
、

や
わ
ら
か
く
丸
み
を
帯
び
た
円
柱
型
の
石

柱
を
採
用
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
珍
し

い
形
状
で
す
。（
全
長
３
ｍ
２
０
㎝
） 

工
事
は
平
成
二
十
一
年
に
現
代
の
名
工

に
選
ば
れ
た
宇
佐
市
江
須
賀
の(

有)

吉
本

本
家
石
材
店
（
会
長
吉
本
正
隆
）
が
施
工

し
、
社
号
は
宮
司
が
揮
毫
し
ま
し
た
。 

ご
奉
納
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

神
社
本
庁 

｢

過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
事
業｣

指
定
神
社 

 
 

 
 

 

期
間
：
令
和
三
年
七
月
一
日
～
令
和
六
年
六
月
三
十
日 

 



 

                            

                             

                            

                            

                            

                            

神は人の敬ひによって威を増し、人は神の徳によって運を添ふ              （2） 

疫病災厄を防ぐ安心院四薬師 

             榊葉に心をかけん 木綿垂でて 思へば神も仏なりけり    西行法師           （２）  

南
方
を
守
護
し
て
七
０
０
年 

本
尊
で
あ
る
薬
師
如
来
坐
像
は
、
伝
承
で
は
六
郷
満
山
の
開
祖
仁
聞
菩
薩
作
と
云
わ

れ
ま
す
。
像
自
体
木
造
の
た
め
腐
食
が
進
み
、
尚
か
つ
明
治
の
廃
仏
毀
釈
の
災
禍
に
見

舞
わ
れ
、
表
面
に
は
焼
け
焦
げ
た
跡
が
残
り
ま
す
。
安
置
す
る
御
堂
は
崖
を
削
り
、
正
面

に
扉
等
の
細
工
が
施
し
た
だ
け
の
簡
素
な
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
薬
師
堂

の
下
腹
部
に
は
数
体
の
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
口
戸
集
落
に
あ
っ
た
観
音
寺
の
本

尊
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
観
音
寺
は
妻
垣
神
社
を
守
護
す
る
六
坊
の
一
つ
で
し
た
。 

ま
た
公
泰
は
安
心
院
四
薬
師
以
外
に
も
東
光
寺
・
西
光
寺
・
南
光
寺
・
北
光
寺
の
安
心

院
四
光
寺
を
創
建
し
、
同
じ
く
薬
師
如
来
を
安
置
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
東
光
寺
は
大

字
妻
垣
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
寺
号
と
本
尊
は
戸
方
集
落
の
寺
へ
と
移
り
ま
し
た
が
、
御

堂
は
現
在
、
大
口
田
公
民
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
整
備
が
待
た
れ
る
「
市
道
参
宮
線
」 

裏
参
道
の
参
宮
線
は
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
通
学
路
、
深
見
、
寺
山
へ
の

迂
回
路
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
次
第
に
道
は
荒
れ
、
人
が
通
る
こ
と
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
薬
師
堂
以
外
に
も
、
比
咩
大
神
が

御
出
現
に
な
ら
れ
た
〝
足
一
つ
の
印
岩
〟
も
あ
り
、
市
道
の
整
備
が
待
た
れ
ま
す
。 

 

当
社
本
殿
へ
と
向
か
う
参
道
に
は
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
る
百
段
の
表
参
道

以
外
に
〝
裏
参
道
〟
が
あ
り
ま
す
。
裏
参
道
は
市
道
参
宮
線
を
指
し
、
道
は

寺
山
・
口
戸
集
落
の
境
と
な
る
口
戸
橋
か
ら
深
見
川
沿
い
の
農
道
を
通
り
、

松
本
川
に
掛
か
る
参
宮
橋
を
渡
り
、
共
鑰
山
沿
い
の
山
道
を
進
み
、
神
社
の

馬
場
（
表
参
道
）
・
二
ノ
鳥
居
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。 

 
 

神
社
裏
参
道
ド
ン
淵
の
薬
師
堂 

裏
参
道
の
ド
ン
淵
（
松
本
川
と
深
見
川
の
合
流
地
点
）
と
呼
ば
れ
る
場
所

の
山
側
の
絶
壁
（
薬
師
岩
）
に
古
び
た
薬
師
堂
が
あ
り
ま
す
。
開
基
は
鎌
倉

中
期
の
正
安
年
間(
一
二
九
九
〜
一
三
〇
二)

、
宇
佐
宮
大
宮
司
で
あ
る
安
心

院
公
泰
が
、
龍
王
山
上
に
神
楽
岳
城
（
龍
王
城
）
を
築
城
し
、
安
心
院
荘
の

地
頭
と
し
て
、
こ
の
地
に
入
封
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。 

公
泰
は
災
害
や
疫
病
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
安
心
院
盆
地
の
東
西
南
北
に
、

病
気
平
癒
・
現
世
利
益
の
利
益
を
も
つ
薬
師
仏
を
安
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

薬
師
仏
は
「
安
心
院
四
薬
師
」
と
崇
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
参
道
沿
い
の
薬
師

堂
は
南
方
守
護
仏
と
伝
わ
り
ま
す
。
当
地
以
外
に
も
東
・
北
・
西
に
今
も
尚

現
存
し
て
お
り
、
地
元
の
人
た
ち
が
護
っ
て
い
ま
す
。（
次
頁
の
地
図
参
照
） 

薬師堂 

足 一 つ

の印岩 

参宮橋 

口戸橋 

⛩妻垣神社本宮 

足一騰宮 

龍王城跡 



 

                            

    

 

  

                

    

                

 

         

                          

                          

            

              

（3）            建学の精神「 人みな神の御子 」  令和５年は騰宮学館創立１１０年 

一隅を照らす 此れ則ち国宝なり 

「山家学生式」伝教大師最澄 撰 

  

 

 

⛩妻垣神社 

南 

妻
垣
神
社
裏
参
道 

ド
ン
淵
の
絶
壁 

（
薬
師
岩
）
の
岩
窟 

 

東 

新
原 

貴
船
神
社
境
内

（
津
房
川
沿
い 

新
原
と
上
荘
と 

の
境
の
森
よ
り
移
転
） 

 

北 

三
女
神
社
裏
参
道 

 

木
裳
小
原
橋
の
上
流 

 

西 

薬
師
淵  

深
見
川
と 

新
貝
川
の
合
流
地
点 

 

安
心
院
四
薬
師 

薬師淵 

貴船神社 

ドン淵 



風鈴まつり -短冊に願いごとを託して-  期間：６月中旬～９月秋分の日 

昨年、数個の風鈴を社殿に飾ったことに始まった風鈴まつり。 

趣旨に賛同いただいた方々より多くのご奉賛を賜り、多くのガラス風鈴が境内を飾りました。 

その後もたくさんのご好評をいだたき、本年も実施したいと考えております。また本年はそれぞれの願いを

書いて風鈴に吊す短冊を制作しました。６月より社頭にて頒布いたしますので、ぜひご記入下さい。 

ご記入頂いた短冊は願いが成就するよう期間中、境内の風鈴に下げ、その後お焚き上げいたします。  

③
潮
掻

し

お

か

き

神
事   

当
日
の
早
朝
、
宮
司
が
関
の
江
の
海
岸
に 

赴
き
、
汲
ん
だ
潮
水
で
心
身
共
に
浄
め
ま
す 

①人形
ひ と が た

流し  

半年間、健康に過ごせたことに感謝し、自身の代わり 

に「ヒトガタ」を共鑰山の御神水で浄めます 

夏
越
大
祓
神
札 

 

宮
司
が
一
体
ず
つ
奉
製 

 

御
参
拝
の
方
に
授
与
し
ま
す 

オリジナル短冊２００円（材料費、防水加工済み） 

  

         

 

            

  

           

 

              

 

                         

                          

                          

                        

 

（4）    妻 垣 神 社 社 報    「   と     も     か     き    」           第 ２5 号 

半年に感謝し、半年を祈る 

夏越大祓
な ご し お お は ら え

祈願祭    

６月２６日（日）午後３時より 

②茅
ち

の輪
わ

くぐり  
半年の無病息災を祈って、茅の輪をくぐります。 

茅の輪は７月下旬まで設置しますので、ご参拝ください。 


